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する群と KOL-BE を実施する群に分けた。 






野(2007)による状態自尊感情尺度 9 項目、並川ら(2012)による Bigfive 尺度短縮版のうち経験に開





 2015 年 8 月〜2016 年 2 月にかけて、20 代〜50 代の大学院生、フォーカシング経験のある社
会人（専門職含む）計 55 名を対象に、5 回にわたりワークショップ形式で KOL-BE を実施した。
ワークショップでは KOL-BE の概要を説明し表現例を提示した後ペアで作品を作り、役割の交代
を行った。初回は感想を集め、残り 4 回は振り返りをインタビューとして記録し、計 28 名から研
















 この結果については 2016 年 9 月に第 35 回日本心理臨床学会秋季大会にてポスター発表を行っ
た。 
 
図２ KOL-BE 感想（大カテゴリー／中カテゴリー） 
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